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インターバンクの声 （2016 年 11 月 17 日） 
 

トランプ次期米大統領の経済政策に対する期待の高さが保たれ、米中長期金利の

上昇も続いていることから、ドルの上昇が続いて来たが、さすがに上昇の速さと上げ

幅の大きさに対する警戒感も出始めている。ドル/円は 5 ヶ月半ぶりに 110 円を越え

そうな水準に到達、ユーロ/ドルも年初に付けた今年ここまでの安値だった 1.07 ドル

台前半を割り込む水準まで下落している。テク二カル面からも、このままドル買いを

続けて良いのかどうかを考えるタイミングだ。 

可能性は少ないとは思うものの、17 日の議会証言でイエレン連邦準備制度理事会

（FRB）議長がドル高けん制発言でもしようものならドルの急落は避けられないだろう。

昨夜のニューヨーク市場では、10 月の米生産者物価指数が予想に反して伸びず、

鉱工業生産指数も速報値から下方修正され、110 円に迫っていたドル/円はいった

ん 109 円台前半まで売られている。今日、ニューヨークでは馬が合うのではないかと

も報道される安倍首相とトランプ次期大統領との会談も予定されており、ドル買いも

いったん小休止させたほうが良いのかも知れない。 
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